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こだま会第２９回定期総会議案
こだま会報１００号記念号

NO.100

・役員の公募について
／総会案内 �  ❶

・総会議案 �  ❷〜❺
　２０１２年度経過報告／

同会計報告／同監査
報告／２０１３年度方針
案／規約改正案／新
役員体制案／同予算
案

・こだま会報１００号特集 
� ❻〜❾

・原発被災自治体の避
難地を訪ねて �  �

・湯河原梅林散歩／会
員の声／予告 �  �

・楽しい料理教室／こだ
ま俳壇／絵手紙 �  �

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。

神奈川県
職 労 連

退 職 者
こだま会 第２９回定期総会のご案内

と　き　６月２２日（土）　９時３０時分受付　１０時開会〜１２時

ところ　かながわ労働プラザ　（Ｌプラザ：横浜市中区寿町
　　　　１−４ ☎０４５（６３３）５４１３ ＪＲ根岸線「石川町駅」徒歩７分）

　みなさん、いかがお過ごしですか。
　第２９回定期総会を開催します。この１年をふりかえり、新しい
運動方針をみんなでつくっていきましょう。

　総会終了後は懇親会で交流
　総会終了後１２時１５分から約２時間、かながわ労働プラザ９階レ
ストラン「味彩」で懇親会を開きます。軽食をとりながら交流を

深め、楽しいひとときをすご
しましょう（会費２０００円）。
　なお、総会・懇親会会場が
昨年と変わりました。お間違
いのないようにしてくださ
い。出欠は同封の葉書で、６
月１０日（月）必着でお願いし
ます。

こだま会役員の公募について
こだま会役員選考委員会委員長　青沼慶祐

　当会の役員は、会則１２条により総会で選
出することになっていますが、恒例により
幹事会のもとに役員選考委員会を設置し、
役員になっていただける方を公募したうえ
で、総会に提案いたします。下記の要領に
基づいて、積極的にご応募下さるようお願
いいたします。

記
１、応募期間　５月１６日（木）〜５月２７日（月）
２、�応募方法　下記の内容を記載のうえ、

FAXまたはEメールで応募して下さい。
　　�①氏名　②住所　③連絡先（電話・

FAX・Eメール）
３、�応募先　「こだま会役員選考委員会」
　　FAX番号　045（212）3178
　　Eメール　kodama@kensyokurou.ne.jp
４、�任期　２年（２０１３年総会〜２０１５年総会）
５、�役員の人数　現行の体制を基準。（代

表幹事以下２２人・監査２人）
６、�幹事会　年６回程度（年４回の会報発

送作業を幹事会の前に行っています）。
日常業務は事務局を中心に行っていま
すが、役員は相互に協力し、会の業務
を分担、執行します。

水彩スケッチ　「神奈川県庁舎」　河合幹彦さんの作品



第　１００　号　（2）２０１３年（平成２５年）５ 月１５日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

神
奈
川

県
職
労
連

退
職
者
こ
だ
ま
会
第
２９
回
定
期
総
会
議
案

Ⅰ　

こ
の
１
年
間
の
活
動
の
特
徴

○
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
は
、

幹
事
会
企
画
と
し
て
、「
小
出
川
ミ
ニ
ハ

イ
キ
ン
グ
」
な
ど
三
つ
の
企
画
を
実
施
。

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
主
催
の
「
ふ

れ
あ
い
手
作
り
文
化
祭
」
で
は
、出
品
者
・

出
品
数
と
も
増
え
、
演
芸
の
部
で
も
昨
年

を
上
回
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
趣
味
の

会
は
、
昨
年
同
様
五
つ
の
会
が
活
動
し
て

い
ま
す
が
、「
歴
史
教
室
」
の
会
は
途
中

か
ら
休
止
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
講
師
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
『
こ
だ
ま
会
報
』
は
今
年
の
５
月
１５
日

号
で
１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
７
人
の

編
集
体
制
で
年
４
回
発
行
し
、
会
員
を
つ

な
ぐ
柱
と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

○
高
齢
期
運
動
や
平
和
と
く
ら
し
、
民
主

主
義
を
守
る
と
り
く
み
で
は
、
高
齢
者
大

会
や
各
種
集
会
、
県
職
員
九
条
の
会
の
運

動
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
各
種
の
署
名

に
と
り
く
み
ま
し
た
。

〇
県
職
労
連
公
務
一
般
労
組
神
奈
川
フ
ィ

ル
分
会
へ
の
不
当
労
働
行
為
・
解
雇
撤
回

問
題
で
は
、「
杉
本
さ
ん
・
布
施
木
さ
ん

２
０
１
２
年
度
経
過
・
会
計
報
告

〈
第
１
号
議
案
〉

の
解
雇
を
撤
回
さ
せ
，
神
奈
フ
ィ
ル
を
よ

く
す
る
会
」
へ
団
体
加
盟
を
し
、
署
名
や

諸
行
動
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

〇
県
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
・
職
員
犠
牲

の
「
神
奈
川
臨
調
」
で
は
、
幹
事
会
で
学

習
会
を
し
、『
会
報
』で
ア
ピ
ー
ル
、
署
名

要
請
な
ど
へ
の
協
力
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

○
会
員
拡
大
で
は
、
県
職
労
連
の
協
力
の

も
と
に
、
退
職
者
説
明
会
や
保
険
加
入
な

ど
を
通
じ
、
昨
年
を
上
回
る
３７
人
の
新
規

加
入
者
を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
数
は
３
月

末
日
現
在
１
３
４
２
人
と
、
昨
年
同
期
を

１３
人
上
回
っ
て
い
ま
す
。

〇
昨
年
の
総
会
で
決
め
た
「
長
寿
祝
い
制

度
の
新
設
」
に
伴
う
準
備
を
進
め
、
今
年

度
４
月
１
日
か
ら
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。

Ⅱ　

活
動
報
告

１　

趣
味
を
生
か
し
た
文
化
・
レ
ク
活
動

①
こ
だ
ま
会
幹
事
会
企
画

　
「
小
出
川
の
彼
岸
花
観
賞
︱
ミ
ニ
ハ
イ

ク
」（
９
月
２９
日
・
１２
人
）
／
「
あ
り
が

と
う
大
平
荘
」（
１１
月
２９
〜
３０
日
・
１７
人
）

／
「
湯
河
原
梅
林
・
梅
見
散
歩
」（
３
月

１
日
・
１０
人
）

②
趣
味
の
会
の
活
動

〈
歴
史
教
室
〉

　
「
東
京
・
港
区
の
文
化
財
―
泉
岳
寺
・

増
上
寺
・
愛
宕
神
社
」
散
策
（
６
月
１４
日
・

１４
人
）

〈
俳
句
サ
ー
ク
ル
・
こ
だ
ま
句
会
〉

　

会
員
１７
人
。講
師
は
太
田
土
男
先
生（
俳

人
協
会
）。
定
例
句
会
は
毎
月
第
２
木
曜

日
。
吟
行
は
「
芭
蕉
の
足
跡
を
訪
ね
て
―

東
京
の
清
澄
〜
臨
川
寺
」（
１１
月
１５
日
・

１３
人
）、「
横
浜
三
溪
園
」（
１２
月
１３
日
・

５
人
）。
こ
だ
ま
会
企
画
に
合
わ
せ
た
吟

行
は
「
小
出
川
の
彼
岸
花
観
賞
―
ミ
ニ
ハ

イ
ク
」（
９
月
２９
日
・
４
人
）、「
あ
り
が

と
う
大
平
荘
」（
１１
月
２９
日
・
３０
日
・
５
人
）、

「
湯
河
原
梅
林
・
梅
見
散
歩
」（
３
月
１
日
・

４
人
）。他
句
会
と
合
同
で「
二
宮
吾
妻
山
・

徳
富
蘇
峰
記
念
館
観
梅
」（
２
月
１１
日
・

４
人
）
な
ど
を
実
施
。「
手
作
り
文
化
祭
」

へ
は
短
冊
１７
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

〈
囲
碁
同
好
会
〉

　

毎
月
第
１
日
曜
日
、
藤
沢
・
囲
碁
サ
ロ

ン
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
食
文
化
を
楽
し
む
会
・
薬
膳
料
理
〉

　
「
夏
を
の
り
き
る
薬
膳
料
理
」（
７
月
２６

日
・
６
人
）。「
風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理
」

（
１２
月
６
日
・
９
人
）。

〈
楽
し
い
料
理
教
室
〉

　
「
鯵
の
南
蛮
漬
け
」（
１
月
２６
日
・
５
人
）。

③�
第
１８
回
ふ
れ
あ
い
手
作
り
文
化
祭
（
神

奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
主
催
）

　

１０
月
２７
日
、
横
浜
市
従
会
館
で
開
催
。

当
会
は
出
品
の
部
３１
人
（
絵
画
４
人
、
水

墨
画
１
人
、
写
真
２
人
、
俳
句
１７
人
、
絵

手
紙
３
人
、葉
書
絵
２
人
、吊
し
雛
１
人
、

紙
工
作
１
人
）、
演
芸
の
部
８
人
（
カ
ラ

オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
）
が
参
加
。

２　

�

高
齢
期
運
動
な
ど
生
活
と
く
ら
し
・

平
和
を
守
る
と
り
く
み

①
全
国
自
治
体
退
職
者
連
絡
会

　

第
１５
回
定
期
総
会
（
８
月
２５
日
・
愛
媛

県
松
山
市
）
に
２
人
の
代
表
が
参
加
。
当

会
は
、「
神
奈
川
フ
ィ
ル
の
不
当
労
働
行

為
・
解
雇
撤
回
闘
争
へ
の
支
援
」
と
「
神

奈
川
臨
調
問
題
」
を
報
告
。
役
員
は
、
事

務
局
次
長
と
し
て
派
遣
。

②
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会

　

第
２１
回
定
期
総
会
（
１０
月
１７
日
・
横
浜

市
従
会
館
）
で
は
、「
生
活
保
護
バ
ッ
シ

ン
グ
」「
年
金
制
度
の
統
合
問
題
」「
最
低

年
金
制
度
」
な
ど
を
討
論
。
当
会
か
ら
は

役
員
（
会
長
／
事
務
局
次
長
／
幹
事
２
人

／
監
査
）
を
派
遣
。

③
高
齢
期
運
動

〈
神
奈
川
高
齢
期
運
動
連
絡
会
総
会
〉

　

２
月
２２
日
に
横
浜
で
開
催
。
社
会
保
障

改
悪
の
動
き
に
反
対
し
、
高
齢
期
運
動
を

強
め
る
等
の
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
幹
事
を
１
人
派
遣
。

〈
日
本
高
齢
者
大
会
〉

　

第
２６
回
日
本
高
齢
者
大
会
（
１０
月
１０
日

〜
１１
日
・
香
川
県
高
松
市
）
に
一
人
が
参

加
。
民
・
自
・
公
「
三
党
合
意
」
の
「
社

会
保
障
改
革
推
進
法
」
に
議
論
が
集
中
。

「
消
費
税
に
頼
ら
な
い
社
会
保
障
の
充
実

は
可
能
」
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

④
神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会

　

県
職
員
九
条
の
会
７
周
年
記
念
「
平
和
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２０１２（平成２４）年度一般会計報告
（２０１２年４月１日〜２０１３年３月３１日）

収　　入
項　目 予算額 決算額 摘　要

年 会 費 ２５２，０００ ２４９，０００ ３，０００円×８３人
終 身 会 費 ８００，０００ ９２５，０００ ２５，０００×３７人
県職労連交付金 ６８５，０００ ６１６，５００

共済助成費 １，２００，０００ １，３０１，４４９ 全労済・アメリ
カンファミリー

雑 収 入 ５０，０００ ３２，３５５ 総会祝金他
繰 入 金 ０ ０
寄 付 金 ０ ２０，０００
前年度繰越金 １，３５８，４４６ １，３５８，４４６
合 計 ４，３４５，４４６ ４，５０２，７５０

支　　出
項　目 予算額 決算額 摘　要

事 務 局 費 ６００，０００ ４４７，８１０

行 動 費 ３００，０００ １５３，５１０
自治労連関連・神
奈フィル争議・高
齢者大会等

会 報 費 １．１００．０００ １，００６，５１０
総 会 費 ２５０，０００ ２１６，５７４
会 議 費 ５００，０００ ３６６，３８０
通 信 費 １００，０００ ６１，５２０
弔 慰 金 １００，０００ １１５，０００ ５０００円×２３人

負 担 金 ５０，０００ ５０，０００ 神奈川自治労連退
職者連絡会

繰 出 金 １，１２５，０００ １，２５０，０００ 積立金会計への繰出
予 備 費 ２２０，４４６ ０
次年度繰越金 ０ ８３５，４４６
合 計 ４，３４５，４４６ ４，５０２，７５０

２０１２（平成２４）年度積立金会計報告
（２０１２年４月１日〜２０１３年３月３１日）

支　　　出
項　目 予算額 決算額 摘　要

本年度支出 ０ ０
次年度繰越金 １６，９２３，６９５ １７，０４６，４１９
合 　 計 １６，９２３，６９５ １７，０４６，４１９

収　　　入
項　目 予算額 決算額 摘　要

前年度繰越金 １５，７９３，６９５ １５，７９３，６９５
本年度収入 １，１３０，０００ １，２５２，７２４

内訳 積立金 （１，１２５，０００） （１，２５０，０００） 一般会計
から

利 息 （５，０００） （２，７２４）
合 　 計 １６，９２３，６９５ １７，０４６，４１９

（単位：円） （単位：円）

（単位：円） （単位：円）

会計監査報告
２０１３年４月９日

神奈川県職労連退職者こだま会
代表幹事　加瀬　文隆　殿

　２０１３年４月９日、こだま会事務室に
おいて２０１２年度一般会計及び２０１２年度
積立金会計について、それぞれの会計
帳簿、収支証拠書類、預金通帳等の監
査を実施したところ、適正に執行され
ていることを認めます。

会計監査　木村武子　㊞
会計監査　辻村　博　㊞

の
集
い
」（
１２
月
１
日
・
開
港
記
念
会
館
）

で
は
小
森
陽
一
さ
ん
の
講
演
「
憲
法
を
め

ぐ
る
情
勢
と
命
を
守
る
国
民
の
運
動
」
を

学
び
、
ま
た
、
九
条
か
な
が
わ
の
会
主
催

の
「
輝
け
憲
法
今
こ
そ
九
条
in
ざ
ま
」

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
・
１２
月
８
日
）

な
ど
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

⑤�

杉
本
さ
ん
・
布
施
木
さ
ん
の
解
雇
を
撤

回
さ
せ
、
神
奈
フ
ィ
ル
を
よ
く
す
る
会

　

幹
事
会
（
７
月
１７
日
）
で
団
体
加
盟
を

決
め
、
役
員
と
し
て
代
表
幹
事
と
幹
事
を

派
遣
。「
サ
ン
ク
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
」（
１２

月
１２
日
・
開
港
記
念
会
館
）
や
県
労
委
や

地
裁
・
高
裁
に
む
け
た
宣
伝
・
署
名
、
傍

聴
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

⑥
神
奈
川
臨
調
問
題

　

幹
事
会
で
学
習
会
を
し
、『
会
報
』
で

問
題
を
ア
ピ
ー
ル
。「
か
な
が
わ
県
民
セ

ン
タ
ー
を
な
く
さ
な
い
で
」
の
署
名
や
、

「
神
奈
川
県
立
図
書
館
は
な
く
て
い
い

の
？
」の
チ
ラ
シ
を
会
員
に
届
け
る
な
ど
、

会
員
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

⑦
各
種
署
名
の
と
り
く
み

・「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
も
と
め

る
国
会
請
願
署
名
（
医
労
連
）」（
１
０

４
通
。
１
通
あ
た
り
４
〜
５
名
の
署
名

で
約
５
０
０
筆
）。

・「
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
を
な
く
さ

な
い
で
」
署
名
（
県
議
会
議
長
宛
１
５

０
筆
、
知
事
宛
１
９
０
筆
）。

・「
杉
本
正
さ
ん
・
布
施
木
憲
次
さ
ん
の

解
雇
撤
回
と
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
の
正
常
運
営
を
求
め
る

要
請
署
名
」（
１
２
２
筆
）。

Ⅲ　

�

会
員
の
加
入
状
況
と
会
の
運
営

１　

会
員
拡
大
の
と
り
く
み

　

２
０
１
３
年
３
月
末
現
在
の
会
員
数
は

１
３
４
２
人
。
２
０
１
２
年
度
の
加
入
者

は
３７
人
。
加
入
の
働
き
か
け
は
、
県
退
職

者
説
明
会
５
回（
２
月
上
旬
〜
３
月
下
旬
）

と
県
職
労
各
支
部
の
「
退
職
者
慰
労
の
集

い
」
で
実
施
。
ま
た
、
火
災
共
済
の
更
新

手
続
き
の
際
、
加
入
資
料
を
同
封
し
て
加

入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

２　

�『
会
報
』
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

年
金
・
医
療
な
ど
の
情
報
や
、
趣
味
活

動
、高
齢
期
運
動
な
ど
を
掲
載
。
年
４
回
、

８
か
ら
１６
ペ
ー
ジ
で
発
行
。
会
員
が
多
く

登
場
す
る
紙
面
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
『
会
報
』
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
や
行
事
案
内
な
ど
を
ア
ッ
プ

し
、
即
時
性
を
生
か
し
た
情
報
提
供
を
す

す
め
、
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

３　

�

全
労
済
火
災
共
済
・
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
保
険
加
入
状
況

　

全
労
済
火
災
共
済
は
４９
万
８
９
２
６
口

（
２
０
１
１
・
６
〜
２
０
１
２
・
５
）、
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
保
険
は
１７
件
。

４
「
長
寿
祝
い
制
度
」
の
発
足

　

昨
年
度
総
会
で
決
定
し
た
「
長
寿
祝
い

制
度
の
新
設
と
弔
慰
金
制
度
の
廃
止
」
に

も
と
づ
き
２
０
１
３
年
４
月
１
日
か
ら
新

制
度
に
移
行
し
ま
し
た
（
今
年
度
の
対
象

者
は
８０
歳
以
上
３
１
１
人
）。

５　

会
の
運
営

　

幹
事
会
を
７
回
、
四
役
事
務
局
会
議
を

毎
月
１
回
、
事
務
作
業
は
毎
週
火
曜
日
に

集
中
し
て
進
め
ま
し
た
。

会計監査報告
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Ⅰ　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

１　

国
民
の
く
ら
し
と
国
政
の
動
き

○
昨
年
１２
月
に
誕
生
し
た
安
倍
政
権
は
、

３０
数
万
人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
処
理
方
法
も
な
い
ま
ま
増
大
す
る
放

射
能
汚
染
水
な
ど
の
原
発
事
故
の
深
刻
な

実
態
を
顧
み
ず
、
原
発
再
稼
働
に
踏
み
切

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
交
渉
参
加
表
明
や
辺
野
古
の
埋
立
て
申

請
、
さ
ら
に
、
憲
法
改
正
の
た
め
の
「
９６

条
（
発
議
要
件
）
改
正
」
を
維
新
の
会
や

み
ん
な
の
党
な
ど
と
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

○
ま
た
、
デ
フ
レ
脱
却
・
物
価
上
昇
２
％

の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
掲
げ
た
経
済
政
策
の

も
と
、
大
幅
な
金
融
緩
和
な
ど
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を

占
め
る
家
計
消
費
は
、
こ
の
１０
年
間
で
６

兆
円
以
上
も
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
政
府

も
企
業
の
内
部
留
保
は
き
出
し
に
言
及
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
賃
金

や
年
金
の
引
き
上
げ
、
社
会
保
障
充
実
に

よ
る
国
民
生
活
改
善
・
内
需
の
拡
大
な
し

に
は
、デ
フ
レ
脱
却
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

○
公
務
員
を
巡
っ
て
は
、
退
職
金
の
削
減

に
加
え
、
地
方
交
付
税
削
減
を
テ
コ
に
、

こ
の
７
月
か
ら
の
国
家
公
務
員
に
準
じ
た

賃
金
カ
ッ
ト
を
地
方
公
務
員
に
迫
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
民
党
は
都
道
府
県
を
な

く
す
「
道
州
制
基
本
法
」
を
今
国
会
に
上

程
し
、
制
定
後
５
年
以
内
に
導
入
を
め
ざ

す
と
し
て
い
ま
す
。　

２　

神
奈
川
県
政
を
め
ぐ
る
動
き

○
黒
岩
知
事
は
、
県
民
負
担
増
の
露
払
い

と
し
て
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
や
職
員
の
福

利
厚
生
へ
の
切
り
込
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
退
職
手
当
も
経
過
措
置
が
終
わ
る
２

０
１
４
年
７
月
１
日
時
点
で
約
４
０
０
万

円
の
減
額
、
来
年
度
定
年
退
職
者
か
ら
は

無
年
金
期
間
が
生
じ
る
な
ど
老
後
に
対
す

る
不
安
は
高
ま
っ
て
お
り
、
高
齢
期
の
社

会
保
障
充
実
の
と
り
く
み
が
増
々
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

○
昨
年
９
月
、
県
は
緊
急
財
政
対
策
案
を

公
表
し
、県
有
施
設
、補
助
金
・
負
担
金
、

人
件
費
な
ど
に
聖
域
を
設
け
ず
徹
底
的
に

見
直
し
を
か
け
て
い
ま
す
。
か
な
が
わ
県

民
セ
ン
タ
ー
や
県
立
図
書
館
、
県
営
住
宅

な
ど
の
移
譲
・
廃
止
・
集
約
化
に
反
対
す

る
県
民
運
動
や
市
町
村
議
会
の
補
助
金
削

減
反
対
の
声
に
押
さ
れ
一
定
の
譲
歩
が
な

さ
れ
た
も
の
の
、
見
直
し
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
示
し
、
さ
ら
な
る
廃
止
・
見
直
し
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

○
２
０
１
３
年
度
当
初
予
算
で
は
、
緊
急

財
政
対
策
に
よ
る
財
政
確
保
額
を
４
０
０

億
円
（
人
件
費
抑
制
２
６
０
億
円
、施
策
・

事
業
見
直
し
９５
億
円
、
補
助
金
見
直
し
３０

億
円
な
ど
）
と
し
、
ま
さ
に
職
員
・
県
民

犠
牲
の
予
算
編
成
で
す
。
ま
た
退
職
手
当

２
０
０
億
円
を
計
上
留
保
す
る
手
法
で
今

年
度
中
の
さ
ら
な
る
人
件
費
削
減
を
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
経
済

の
エ
ン
ジ
ン
を
回
す
」
と
し
て
国
の
国
土

強
靭
化
政
策
の
大
型
公
共
事
業
や
京
浜
臨

海
部
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
特
区
な
ど
、
国
の
産
業
政
策

の
受
け
皿
の
役
割
を
強
め
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

活
動
の
基
本
方
向

１　

県
政
で
永
年
、
経
験
と
知
識
を
発
揮

し
て
き
た
人
た
ち
が
「
こ
だ
ま
会
」
の

運
動
を
支
え
、趣
味
を
生
か
し
た
文
化
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
に
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
や
交

流
の
場
を
さ
ら
に
ふ
や
し
、
楽
し
く
実

り
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
ま
す
。

２　

高
齢
者
の
安
心
で
き
る
く
ら
し
の
た

め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
制

度
を
充
実
す
る
活
動
を
進
め
ま
す
。

３　
「
神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
」
等
と

連
携
し
、
憲
法
９
条
擁
護
の
運
動
を
進

２
０
１
３
年
度
活
動
方
針
（
案
）

〈
第
２
号
議
案
〉

２０１３（平成２５）年度　一般会計予算（案）
（２０１３年４月１日〜１０１４年３月３１日）

収　　入
項　目 予算額 摘　要

年 会 費 ２５５，０００ ３，０００円×８５人
終 身 会 費 ９２５，０００ ＠２５，０００円×３７人
県職労連交付金 ６１６，５００

共 済 助 成 費 １，３００，０００ 全労済・アメリカ
ンファミリー

雑 収 入 ４０，０００ 総会祝金等
繰 入 金 １，２５０，０００ 長寿祝い金等
寄 付 金 ０
前 年 度 繰 越 金 ８３５，４４６
合 計 ５，２２１，９４６

支　　出
項　目 予算額 摘　要

事 務 局 費 ７００，０００ パソコン等購入、
事務運営費など

行 動 費 ２５０，０００
高齢者大会・自治
労連退職者会連絡
会総会等

会 報 費 １，１５０，０００ 会報発行・会報１００号ま
での製本（合本）など

総 会 費 ２５０，０００

会 議 費 ５００，０００ 幹事会・事務局会議・
諸会議等

通 信 費 １００，０００

長 寿 祝 い 金 等 １，０００，０００ 過年度弔慰金支払
いを含む

負 担 金 ６５，０００
神奈川自治労連退
職者会、神奈フィル
を良くする会等

繰 出 金 ９２５，０００ 積立金会計へ（終
身会費収入分）

予 備 費 ２８１，９４６ 予算総額の５．４％
合 計 ５，２２１，９４６

２０１３（平成２５）年度積立金会計予算（案）
（２０１３年４月１日〜２０１４年３月３１日）

支　　出
項　目 予算額 摘　要

本年度支出 １，２５０，０００ 一般会計、長寿
祝金経費等

次年度繰越金 １６，724，419
合 　 計 １７，９７４，４１９

収　　入
項　目 予算額 摘　要

前 年 度 繰 越 金 １７，０４６，４１９
本 年 度 収 入 ９２８，０００

内 訳 積立金 （９２５，０００） 一般会計から、
終身会費収入分

利 息 （３，０００）
合 　 計 １７，９７４，４１９

（単位：円）

（単位：円）

第３号議案　２０１３年度予算案
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め
ま
す
。

４　

有
利
で
安
心
な
火
災
共
済
・
自
動
車

共
済
・
が
ん
保
険
な
ど
の
福
利
厚
生
事

業
や
、
法
律
・
年
金
・
税
金
・
介
護
保

険
な
ど
、
相
談
活
動
を
進
め
ま
す
。
そ

の
際
、
会
員
の
専
門
性
を
生
か
す
な
ど

充
実
さ
せ
ま
す
。

５　

神
奈
川
県
職
労
連
と
協
力
・
連
携
を

し
、
全
国
自
治
体
退
職
者
連
絡
会
や
民

主
団
体
と
協
力
し
て
、
い
の
ち
と
く
ら

し
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
運
動
に

参
加
し
ま
す
。

６　

退
職
者
へ
の
「
こ
だ
ま
会
」
加
入
を

呼
び
か
け
、
会
員
拡
大
を
強
め
ま
す
。

Ⅲ　

活
動
計
画

１　

健
康
講
座
な
ど

　

健
康
で
自
分
ら
し
く
活
き
い
き
と
過
ご

せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、「
健
康
講
座
」

や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
を
追
及
し
ま
す
。

２　
「
趣
味
の
会
」
な
ど
の
活
動

　

会
員
の
趣
味
を
生
か
し
た
活
動
を
支
援

し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。
こ
だ
ま
会
企
画

の
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
集
い
や
お
花
見

会
、
み
か
ん
狩
り
な
ど
を
計
画
し
ま
す
。

　

会
員
の
提
案
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、

仲
間
づ
く
り
・
絆
の
輪
の
広
が
り
を
支
援

し
ま
す
。

３�　

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
制
度
な

ど
の
充
実
と
県
民
主
体
の
自
治
体
へ

　

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
制
度
の
充

実
や
、
消
費
税
増
税
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
推
進
反
対
、
脱

原
発
な
ど
の
国
民
的
な
課
題
で
は
、
学
習

会
や
署
名
運
動
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

県
有
施
設
の
切
り
捨
て
な
ど
の
動
き
に

対
し
、
県
職
労
連
や
会
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
や
団
体
等
で
の
と
り
く
み
に
参
加
・

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、「
神
奈
フ
ィ
ル
を

守
り
よ
く
す
る
会
」
に
参
加
し
と
り
く
み

を
し
ま
す
。

４　
「
手
づ
く
り
文
化
祭
」
へ
の
参
加

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
主
催
の

「
手
づ
く
り
文
化
祭
」
に
多
く
の
会
員
が

出
品
し
、
参
加
で
き
る
よ
う
『
会
報
』
や

『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
等
で
周
知
し
、
他
の

退
職
者
会
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

５　
『
会
報
』『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
の
充
実

　
『
こ
だ
ま
会
報
』（
５
月
・
８
月
・
１１
月
・

２
月
発
行
）
は
、
会
員
を
つ
な
ぐ
情
報
源

で
す
。
会
員
が
主
人
公
の
紙
面
を
追
及
し

ま
す
。
日
常
的
に
は
『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

の
役
割
が
重
要
で
す
。
身
近
な
話
題
や
写

真
の
投
稿
な
ど
で
充
実
を
図
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
図
り
ま
す
。『
会

報
』
１
０
０
号
記
念
事
業
と
し
て
、
１
０

０
号
を
増
ペ
ー
ジ
で
発
行
。
ま
た
１
〜
１

０
０
号
ま
で
を
製
本
（
合
本
）
し
ま
す
。

６　

会
員
拡
大
を
め
ざ
し
て

　

神
奈
川
県
職
労
連
（
県
職
労
・
県
病
院

労
組
・
県
公
務
一
般
労
組
）
と
連
携
し
、

早
期
退
職
者
、定
年
退
職
者
、再
任
用
（
再

雇
用
）退
職
者
等
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、

加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

〈
改
正
の
趣
旨
〉

　

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
部
分
が
、
削
除
ま

た
は
改
正
箇
所
で
す
。

〇
第�

５
条
…
会
員
と
し
て
の
資
格
は
死
亡

し
た
本
人
の
資
格
で
あ
り
、
配
偶
者

規
約
改
正
（
案
）

役
員
改
選
に
つ
い
て
（
案
）

〈
第
４
号
議
案
〉

〈
第
５
号
議
案
〉

が
継
承
す
る
理
由
が
な
い
。

〇
第
７
条
…
社
会
通
念
に
従
い
改
正
。

〇
第�

８
条
・
９
条
…
現
状
に
合
わ
せ
て
改

正
。

〇
第�

１３
条
…
監
査
・
相
談
役
の
職
務
を
明

確
に
し
た
。

〇
規�

約
改
正
施
行
日
…
２
０
１
３
年
６
月

２２
日

条　文 現　　行 改　正　案
（会員の資格）

５条
　本会の会員は神奈川県職員
であった者及び県職労連組合
員であった者は本会に加入で
きる。なお、本人が死亡した
ときは、その配偶者が会員に
なることが出来る。このほか、
本会に入会を希望する者は、
幹事会の承認を受けるものと
する。

　本会の会員は神奈川県職員
であった者及び県職労連組合
員であった者は本会に加入で
きる。（現行の下線部分削除）
このほか、本会に入会を希望
する者は、幹事会の承認を受
けるものとする。

（退会等）
７条

会員が死亡したとき、または
会費を２年以上滞納したとき
は退会したものとみなす。

会員が死亡したとき、または
会費を１年以上滞納したとき
は退会したものとみなす。

（役　員）
８条

３　事務局長　１名（必要に
応じ事務局次長をおくこ
とが出来る）

４　幹事　若干名（県職労連
役員１名を加える）

５　監査

３　事務局長　１名
４　事務局次長　若干名
５　幹事　若干名（県職労連

役員１名を加える）
６　監査

（役員の職務）
９条

３　事務局長は事務局を統括
する。

４　役員は幹事会を構成し、
重要事項を審議するほか
会務を執行する。

３　事務局長は事務局を統括
する。

４　事務局次長は事務局長を
補佐する。

５　役員は幹事会を構成し、
重要事項を審議するほか
会務を執行する。

（幹事会）
１３条

　幹事会は幹事２分の１（委
任状を含む）以上の出席で次
の事項を審議する。

　幹事会は幹事２分の１（委
任状を含む）以上の出席で次
の事項を審議する。なお、監
査及び相談役はオブザーバー
参加とする。

規約改正施行日 ２０１３年６月２２日

　

総
会
当
日
に
配
布
し
ま
す
。
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こだま会報
１００号特集

会
員
の
顔
の
み
え
る

『
会
報
』を
め
ざ
し
て

　
『
こ
だ
ま
会
報
』は
１
９
８
５（
昭
６０
）年
６
月
に
創
刊
さ
れ
、

今
年
の
５
月
、１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
２８
年
、『
会

報
』は
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

１００号を
ふりかえる

継
続
は
力
な
り

　

神
奈
川
県
職
労
連
退
職
者
こ
だ
ま
会

（
以
下
こ
だ
ま
会
と
略
）
が
創
立
さ
れ
た

の
は
１
９
８
５
年
３
月
、「
神
奈
川
県
職

労
退
職
者
厚
生
会
」
と
し
て
会
員
２１
人
で

発
足
し
ま
し
た
。『
会
報
』
は
、
会
員
同

士
を
つ
な
ぎ
励
ま
し
あ
う
交
流
の
情
報
、

そ
し
て
生
活
に
か
か
わ
る
年
金
・
保
険
・

共
済
・
税
金
等
の
情
報
を
提
供
す
る
目
的

で
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

題
字
は
『
神
奈
川
県
職
労
退
職
者
厚
生

会
報
』
で
し
た
。
発
足
当
時
２１
人
の
会
員

が
、
現
在
は
１
３
４
２
人
。『
会
報
』
は

現
役
の
こ
と
で
精
一
杯
な
な
か
で

誕
生
し
た
「
こ
だ
ま
会
」

　
「
退
職
者
に
冷
た
く
し
な
い
で
、
火

災
保
険
ぐ
ら
い
引
き
続
き
面
倒
見
て
く

れ
よ
」。
県
税
の
本
田
安
親
さ
ん
な
ど

で
発
会
式
が
行
わ
れ
、秦
謙
治
郎
さ
ん
、

本
田
安
親
さ
ん
ほ
か
約
２０
人
を
中
心

に
、
火
災
共
済
・
自
動
車
共
済
な
ど
の

引
き
続
く
利
用
、
医
療
・
年
金
な
ど
退

職
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
運
動
、
会

員
の
親
睦
、
会
報
の
発
行
な
ど
を
め
ざ

し
、「
こ
だ
ま
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
で
す
。�
（
鈴
木　

三
郎
）

現
役
主
義
と
言
う
か
、
正
直
に
い
え
ば
手

一
杯
で
、
と
て
も
退
職
者
に
力
を
割
け
な

い
状
況
で
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
作
ろ
う

と
話
合
い
を
進
め
ま
し
た
。

　

１
９
８
５
年
（
昭
和
６０
）
２
月
２８
日
、

県
職
労
臨
時
大
会
で
第
４
号
議
案
「
退
職

者
会
の
設
立
に
つ
い
て
」
が
可
決
成
立
。

同
年
３
月
１５
日
、
新
庁
舎
１２
階
の
小
食
堂

１
０
０
号
に
達
し
、
名
実
と
も
に
、「
継

続
は
力
な
り
」
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

成
長
の
証
し

　

創
刊
号
は
タ
プ
ロ
イ
ド
判
２
ペ
ー
ジ
、

新
聞
の
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。「
仲
間
と
共

に
退
職
後
も
安
心
で
き
る
生
活
を
」
と
力

強
く
呼
び
か
け
る
活
力
の
あ
る
紙
面
で
す
。

　

３
号
（
１
９
８
６
年
１２
月
）
か
ら
Ｂ
５

判
で
縦
書
き
約
８
ペ
ー
ジ
と
充
実
し
、
年

３
回
（
２
、
６
、
９
月
）
で
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
１
９
８
８
（
昭
６３
）
年
に
会
名
が

「
神
奈
川
県
職
労
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
と

改
称
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
、
１０
号
か
ら
題

字
は
『
神
奈
川
県
労
連
退
職
者
こ
だ
ま
会

報
』
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

創
刊
当
初
に
は
秦
謙
次
郎
代
表
の
も
と

に
４
つ
の
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
、
そ
の

う
ち
広
報
渉
外
委
員
会
が
『
会
報
』
づ
く

り
を
担
当
。
児
玉
欣
一
郎
さ
ん
が
そ
の
中

心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
委
員
会

制
は
一
時
停
滞
、
鈴
木
志
げ
子
代
表
の
１

９
９
５
年
に
広
報
委
員
会
と
し
て
再
編
さ

れ
、
７
、
８
人
の
委
員
で
、
集
団
編
集
で

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
会
報
編

集
委
員
会
と
し
て
引
き
続
き
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

タ
プ
ロ
イ
ド
判
か
ら
Ｂ
５
判
に
変
わ
っ

た
３
号
の
題
字
の
デ
ザ
イ
ン
は
会
員
公
募

の
結
果
、
塩
田
智
之
さ
ん
の
作
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。会
員
の
声
が
こ
だ
ま
と
な
り
、

互
い
に
響
き
あ
う
こ
と
を
現
わ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
形
は
７２
号
か
ら
横
書
き
に
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
紙
の
色
も
、
年

度
別
に
変
え
て
分
か
り
や
す
く
便
利
に
し

て
あ
り
ま
す
。

　

刊
行
頻
度
が
当
初
の
３
回
か
ら
年
４
回

の
な
っ
た
の
は
４９
号
（
２
０
０
０
年
）
か

ら
で
す
。
６
、
８
、
１０
、
２
月
の
不
定
期

刊
で
、
６
月
は
総
会
号
、
８
月
は
総
会
報

告
号
、
１０
月
は
通
常
号
、
２
月
は
新
退
職

者
向
け
で
す
。
刊
行
の
時
期
や
印
刷
の
関

係
も
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
た
。
現
在
は
年
４
回
の
定
期
刊
（
５
、

８
、
１１
、
２
月
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

き
さ
が
Ｂ
５
判
か
ら
Ａ
４
判
に
変
わ
っ
た

の
は
８０
号
（
２
０
０
８
年
）
か
ら
で
、
活

字
を
大
き
く
し
、「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」

と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

付
録
も
あ
っ
た

　

ま
た
付
録
と
し
て
何
回
か
特
集
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。『
入
会
の
誘
い
』
や
、
退

か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

県
職
労
は
そ
れ
ま
で

退職者会の設立を伝える県職労新聞（１９８５年）
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１
０
０
号
達
成
に
感
慨
、
会
員

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る『
会
報
』

を
み
ん
な
で

　
『
こ
だ
ま
会
報
』
１
０
０
号
達
成

に
、
私
は
新
た
な
感
慨
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

季
刊
発
行
で
あ
り
、
発
足
前
半
は

じ
ま
す
。

　
『
会
報
』
は
全
国
自
治
体
退
職
者
連

絡
会
で
も
、
情
報
の
発
信
、
会
員
と
の

結
び
つ
き
の
あ
り
方
、
編
集
体
制
の
充

実
な
ど
、
総
会
時
に
は
必
ず
賞
賛
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
『
会
報
』
が
会
員
相
互

の
寄
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
、
み
ん
な

で
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
加
藤　

利
秋
）

職
予
定
者
に
喜
ば
れ
た
も
の
と
し
て
、『
退

職
後
の
年
金
・
健
康
保
険
の
手
続
き
に
あ

な
た
も
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
』（
９６
年
保
存

版
）
が
、
３４
号
と
と
も
に
刊
行
。
こ
の
改

定
版
が
、『
退
職
後
知
っ
て
お
き
た
い
知

識
と
手
続
き
――

年
金
・
医
療
保
険
・
雇

用
保
険
』（
９９
年
度
保
存
版
）で
、４４
号（
１

９
９
９
年
）、
４７
号
（
２
０
０
０
年
）、
５１

号
（
２
０
０
１
年
）、５９
号
（
２
０
０
３
年
）

と
続
き
ま
し
た
。

変
化
の
証
し
―
―
会
員
の
顔
の

見
え
る
『
会
報
』
を

　

紙
面
を
飾
っ
た
記
事
は
、
総
会
案
内
・

報
告
に
は
じ
ま
り
、
歴
史
教
室
・
俳
句
教

室
・
料
理
教
室
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の

様
子
や
予
告
な
ど
。
ほ
か
に
は
暮
ら
し
に

役
立
つ
健
康
・
保
健
・
介
護
・
税
金
・
経

済
・
文
化
等
の
情
報
が
盛
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
退
職
者
会
同
士
の
連
帯
の
情
報
や
、

憲
法
を
守
る
「
九
条
の
会
」
の
こ
と
も
掲

載
し
ま
し
た
。

　

眼
に
付
く
記
事
と
し

て
、『
こ
だ
ま
会
年
金

研
究
講
座
』
が
あ
り
ま

す
。
退
職
者
の
た
め
の

年
金
情
報
と
銘
う
っ

て
、
１
回
（
１０
号
、
１

９
８
８
年
）
か
ら
１８
回

（
１
９
９
５
年
）
ま
で
、

毎
回
２
〜
３
ペ
ー
ジ
の

連
載
。
約
６
年
も
続
い

た
の
は
驚
き
で
す
。

　

ま
た
３５
号
（
１
９
９
６
年
）「『
こ
だ
ま

会
』
会
員
の
生
活
と
意
見
――

ア
ン
ケ
ー

ト
に
み
る
」
は
、
会
員
の
「
生
活
実
態
と

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
」（
１
９
９
６
年

２
月
）
で
行
わ
れ
た
も
の
の
概
要
で
す
。

図
や
表
を
使
い
簡
潔
に
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、感
慨
深
い
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
の
顔
を
紙
面
に
ど
う
現
わ
す

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
助
産
院
バ
ー
ス
あ
お
ば
訪
問
記
』
４０

号
（
１
９
９
８
年
）
は
、
山
川
満
利
子
さ

ん
・
森
川
勝
絵
さ
ん
・
中
か
よ
さ
ん
（
三

方
と
も
元
県
立
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
職

員
）
の
助
産
施
設
な
ど
の
紹
介
で
す
。
母

子
保
健
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
よ
り
、
困
っ

た
お
母
さ
ん
の
願
い
に
こ
た
え
て
で
き
た

助
産
院
で
し
た
。

　

こ
の
試
み
は
今
の
『
会
員
紹
介
』
と
な

り
、
取
材
や
寄
稿
に
よ
り
引
き
続
か
れ
て

い
ま
す
。

み
ん
な
の
参
加
す
る
『
会
報
』

　

点
か
ら
線
へ
と
伸
び
て
い
っ
た『
会
報
』

の
次
の
目
標
は
、
面
を
紡
ぐ
こ
と
。
こ
こ

に
企
画
さ
れ
た
の
が
『
せ
い
か
つ
短
信
』

で
し
た
。

　

総
会
の
出
欠
回
答
ハ
ガ
キ
の
下
半
分
を

通
信
欄
と
し
て
、
生
活
の
有
様
、
趣
味
・

旅
・
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
書

い
て
い
た
だ
き
、
了
解
を
得
て
記
事
に
し

ま
し
た
。
最
初
の
５３
号
（
２
０
０
１
年
）

に
は
１
１
７
人
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
以
後
、
毎
年
８
月
号
に
１
６
０
人
前

後
の
声
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て

の
職
場
や
組

合
の
元
気
な

様
子
が
分
か

り
、
好
評
だ

と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン

入
力
で
は
、

文
章
を
正
確
に
、
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に

と
、
神
経
を
使
い
ま
し
た
。
当
初
し
て
い

た
ハ
ガ
キ
を
コ
ピ
ー
し
て
か
ら
の
入
力
を

や
め
、
今
で
は
パ
ソ
コ
ン
で
直
接
入
力
し

ま
す
。
８
月
号
に
間
に
合
わ
す
に
は
、
相

当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
ま
し
た
。
で

も
、『
せ
い
か
つ
短
信
』
を
読
む
方
が
た

の
懐
か
し
そ
う
な
、
楽
し
そ
う
な
眼
差
し

を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
続
い
て
い
ま
す
。

年
３
回
の
期
間
も

あ
っ
た
だ
け
に
、
会

の
歴
史
の
重
み
を
感

バースあおば訪問記（１９９８年１月）

か
、
と
に
か
く
外

へ
飛
び
出
し
て
会

員
の
様
子
を
積
極

的
に
取
材
し
ま
し

た
。『
コ
ス
モ
ス
・

セ
ン
タ
ー
訪
問

記
』
３７
号
（
１
９

９
７
年
）
は
、
佐

藤
七
夫
さ
ん
（
元

県
職
労
委
員
長
）

の
老
人
福
祉
施
設

の
開
業
と
経
営
の

かかせせいい つつ

短短 信信
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経
費
の
証
し

　

あ
る
時
、「
会
報
に
か
か
る
経
費
は
幾

ら
く
ら
い
か
」
と
話
が
出
て
、
当
時
財
政

担
当
だ
っ
た
鈴
木
三
郎
さ
ん
が
試
算
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
送
料
込
み
で
１
部

当
た
り
３
０
０
円
程
度
、
年
４
回
刊
で
約

１
２
０
０
円
と
な
り
、「
終
身
会
費
２
万

５
０
０
０
円
を
約
２０
年
で
使
い
切
る
事
に

な
る
」
と
、
一
同
、
大
笑
い
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
実
態
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。『
会
報
』
に
係
る
経
費
を
１
９
８

８
（
昭
和
６３
）
年
と
２
０
０
８
（
平
成

２０
）
年
で
比
較
し
て
み
ま
す
。

　

会
員
は
８
５
７
人
が
１
３
３
７
人
に
増

加
。「
会
報
発
行
経
費
」
も
約
６３
万
円
が

約
８２
万
円
と
伸
び
て
い
ま
す
。
会
報
１
号

あ
た
り
の
経
費
は
１
８
５
円
か
ら
１
５
３

円
に
。
送
付
は
郵
便
か
ら
宅
配
に
換
え
、

郵
送
料
の
軽
減
に
な
り
ま
し
た
。

工
夫
の
証
し
―
―
宛
名
シ
ー
ル

　

か
つ
て
の
発
送
は
、
宛
名
は
手
書
き
、

「
せ
い
か
つ
短
信
」
と

　
　
　
　
　
　
巻
頭
写
真
と

い
ろ
い
ろ
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巻
頭
の
写
真
に
私
の
撮
っ
た

も
の
が
数
回
に
掲
載
さ
れ
、
皆
さ
ん
か

ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
感
激

し
ま
し
た
。
も
っ
と
多
数
の
方
の
写
真

を
出
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
雨
宮　

和
雄
）

　

総
会
の
出
欠
葉
書
に
、
多
く
の
会
員
か

ら
「
せ
い
か
つ
短
信
」
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
活
字
に
す
る
作
業
を
担
当
し

ま
し
た
。「
会
員
の
そ
の
後
の
様
子
を
知

る
事
が
で
き
る
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

な
る
べ
く
原
文
の
ま
ま
に
と
思
い
ま
し
た

が
、
文
字
が
判
読
で
き
な
い
時
も
あ
り
、

　

私
は
何
年
間
か

編
集
に
携
わ
れ

て
、
感
慨
深
い
思

い
が
し
ま
す
。

『
会
報
』
は
三
つ
折
り
で
封
筒
に
詰
め
郵

便
局
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
部
数
が
多

く
な
っ
て
か
ら
は
、台
車
で
運
び
ま
し
た
。

　

私
が
事
務
局
に
入
っ
た
頃
、
宛
名
書
き

は
ワ
ー
プ
ロ
の
宛
名
シ
ー
ル
に
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
シ
ー
ル
は
、『
会
報
』

を
印
刷
す
る
会
社
に
発
注
し
て
い
ま
し
た

が
、編
集
委
員
会
で
は「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
シ
ー
ル
を
自
前
で
作
ろ
う
」
と
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
山
東
伊
さ
ん

が
手
を
挙
げ
て
、
自
前
の
シ
ー
ル
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
に
は
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
が
な

か
っ
た
の
で
、
米
山
さ
ん
の
自
宅
の
も
の

を
使
っ
て
会
員
台
帳
か
ら
住
所
を
入
力
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
作
業

は
将
来
的
に
会
員
台
帳
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
す
る
こ
と
を
前
提
に
考
え
ま
し
た
。　

　
「
こ
だ
ま
会
２０
周
年
記
念
」
に
パ
ソ
コ

ン
が
備
え
ら
れ
た
の
を
機
に
、
そ
の
後
を

受
け
持
っ
た
秋
中
一
允
さ
ん
が
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、大
変
便
利
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
送
の
証
し

　
『
会
報
』
の
発
送
は
、
役
員
一
同
、
和

気
あ
い
あ
い
の
共
同
作
業
で
す
。
県
職
労

が
本
町
４
丁
目
に
あ
っ
た
頃
、
事
務
所
は

狭
く
て
一
斉
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

横
浜
県
税
事
務
所
が
あ
る
横
浜
合
庁
の
６

階
に
移
っ
た
後
は
、
幹
事
会
の
あ
る
日
の

午
前
中
に
発
送
作
業
、
午
後
は
幹
事
会
が

恒
例
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
飛
び
入
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。

　
『
会
報
』
と
封
筒
や
宛
名
シ
ー
ル
、
同

封
す
る
資
料
（
総
会
出
席
ハ
ガ
キ
・
署
名

の
要
請
・
署
名
用
紙
や
封
筒
・
行
事
案
内

の
チ
ラ
シ
・
配
布
依
頼
の
チ
ラ
シ
等
）
を

用
意
し
ま
す
。
一
同
打
ち
揃
っ
て
作
業
開

始
。封
筒
に
宛
名
シ
ー
ル
を
貼
る
、『
会
報
』

や
資
料
を
入
れ
る
、
送
付
を
依
頼
し
て
い

る
宅
配
「
Ｋ
メ
ー
ル
」
の
バ
ー
コ
ー
ド
つ

き
の
宛
名
シ
ー
ル
を
貼
る
、
封
を
し
て
、

５０
部
づ
つ
縛
り
送
付
数
を
確
認
。
あ
と
は

業
者
の
取
り
に
来
る
の
を
待
つ
ば
か
り
と

な
り
ま
す
。

　
『
会
報
』
を
Ｂ
５
判
か
ら
Ａ
４
判
に
変

え
た
こ
と
に
よ
り
、
三
つ
折
り
不
要
に
な

り
、
そ
の
ま
ま
封
入
で
き
る
の
で
、
と
て

も
便
利
に
な
り
、
作
業
も
早
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、封
筒
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
、

多
彩
な
チ
ラ
シ
な
ど
を
入
れ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
宅
配
の
バ
ー
コ
ー
ド
つ
き
宛
名

シ
ー
ル
を
貼
る
手
間
が
増
え
ま
し
た
。

　

従
来
の
発
送
依
頼
先
も
、
郵
便
局
か
ら

宅
配
業
者
に
替
え
た
こ
と
に
よ
り
、
１
通

の
定
型
外
料
金
１
４
０
円
が
８０
円
と
安
く

な
り
、
１
３
０
０
通
の
送
料
が
７
万
８
千

円（
６０
円
×
１
３
０
０
通
）節
約
で
き
て
、

財
政
面
で
は
大
い
に
助
か
っ
た
わ
け
で
す
。

編
集
委
員
会
の
証
し

　

前
述
し
た
よ
う
に
、名
称
は「
広
報
渉
外

委
員
会
」か
ら「
広
報
委
員
会
」と
変
わ
り
、

昨
年
か
ら
は
「
会
報
編
集
委
員
会
」
と
改

め
、
そ
の
性
格
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
は
通
常
６
〜
８
人
で
構
成

パソコンで宛名シール作成
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パ
ソ
コ
ン
で
宛
名
シ
ー
ル
作
成

発
送
作
業
が
改
善

　

私
が
初
め
て
こ
だ
ま
会
の
幹
事
に

な
っ
た
時
、『
会
報
』
の
編
集
部
員
に

の
更
新
は
、
事
務
局
に
い
る
鈴
木
三
郎

さ
ん
か
ら
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
ら
っ
て

い
た
の
で
一
仕
事
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

事
務
所
に
パ
ソ
コ
ン
が
入
り
、
ラ
ベ
ル

づ
く
り
と
宛
名
デ
ー
タ
更
新
を
秋
中
一

允
さ
ん
に
引
き
継
い
で
も
ら
っ
た
。

�
（
米
山　

東
伊
）

し
て
い
る
。「
会
員
が
増
え
、
宛
名
シ
ー

ル
の
作
成
依
頼
経
費
が
重
荷
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
自
前
で
ラ
ベ
ル
印
刷
を
し

た
い
」
と
編
集
長
の
木
村
武
子
さ
ん
が
言

い
出
し
、
私
の
仕
事
に
な
っ
た
。

　

横
須
賀
の
田
舎
暮
ら
し
で
も
、
ラ
ベ
ル

印
刷
は
簡
単
に
で
き
た
が
、
宛
名
デ
ー
タ

入
れ
て
も
ら
っ
た
。
こ

こ
で
編
集
の
イ
ロ
ハ
を

教
え
て
も
ら
っ
て
感
謝

さ
れ
、
幹
事
・
事
務
局
と
そ
れ
以
外
の
協

力
す
る
会
員
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
現
役
時
代
に
養
っ
た
特
技
を
生
か
し

て
の
委
員
で
す
。
編
集
が
得
手
、
校
正
が

上
手
、
写
真
な
ら
任
せ
て
、
料
理
の
話
な

ら
私
に
と
い
ろ
い
ろ
と
豊
か
な
委
員
た
ち

で
す
。
編
集
会
議
は
企
画
・
編
集
・
校
正

と
、１
号
発
行
に
つ
き
３
回
集
ま
り
ま
す
。

原
則
水
曜
日
の
１０
時
３０
分
か
ら
１２
時
頃
ま

で
。
会
場
は
、
み
ん
な
の
便
利
を
考
え
、

Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
西
口
近
く
に
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
か
な
が
わ
県

民
セ
ン
タ
ー
」
に
な
り
ま
し
た
。
編
集
会

議
は
、
１
枚
の
レ
ジ
メ
と
紙
、
鉛
筆
、
頭

脳
が
揃
え
ば
事
務
所
で
な
く
と
も
で
き
、

簡
便
に
集
ま
る
に
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　

私
が
編
集
委
員
長
を
担
当
し
た
の
は
記

憶
が
定
か
で
は
な
い
の
で
す
が
、３３
号（
１

９
９
５
年
）
か
ら
で
、
７７
号
（
２
０
０
７

年
）
ま
で
で
４５
回
に
な
り
ま
す
。
８０
歳
近

く
な
り
、
後
が
ど
う
な
る
か
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
生
方
武
羅
夫
代
表
が
、「『
神

奈
川
県
職
労
新
聞
』
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
編

集
し
て
い
た
鳥
海
敏
雄
さ
ん
は
ど
う
で

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
時
は
、
ほ

ん
と
う
に
ほ
っ
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

編
集
委
員
の
ア
ン
テ
ナ
に
懸
っ
た
情
報

を
柱
に
企
画
し
、
編
集
ま
で
の
間
が
勝
負

で
す
。
原
稿
依
頼
や
原
稿
書
き
、
誰
に
何

を
頼
む
か
決
め
る
の
が
大
変
で
し
た
。
時

間
と
の
駆
け
っ
こ
の
勝
負
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　

世
界
は
Ｉ
Ｔ
時
代
に
突
き
進
ん
で
い
ま

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
２
０
０
５
年
１１
月
、

生
方
武
羅
夫
代
表
の
提
案
で
開
設
。『
会

報
』
と
『
会
報
』
の
間
を
補
う
情
報
や
身

近
な
情
報
提
供
を
と
、
青
沼
慶
祐
さ
ん
が

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
事

務
局
の
動
き
、写
真
も
満
載
で
す
。『
会
報
』

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ア
ッ
プ
で
は
６
０

０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
紙
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
す

る
た
め
に
、
１０
日
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
て
、

み
ん
な
で
参
加
す
る
『
会
報
』
を
作
り
続

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（

木
村　

武
子
）

＊　
　

＊　
　

＊

〈
現
在
の
編
集
委
員
紹
介
〉

虻
川
弘
子
／
新
井
通
子
／
飯
塚
武
弘
／
木

村
武
子
／
川
瀬
秀
雄
／
鳥
居
伸
太
郎
／
鳥

海
敏
雄�

（
敬
称
略
）

こ
れ
か
ら
は
、会
員
の
便
り
や
写
真
、

身
近
な
情
報
な
ど
、
会
員
相
互
の
交

流
が
待
た
れ
ま
す
。

今
後
の
証
し

　

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

で
１
０
０
号
に
至
っ
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
こ
の
間
、
会
勢
は
１

０
０
０
人
を
超
え
、
こ
れ
か
ら
も
会

員
同
士
の
絆
は
深
ま
っ
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
他
の
退
職
者
会
と
の

連
帯
や
、
高
齢
者
運
動
、「
九
条
の
会
」

の
運
動
な
ど
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

暮
ら
し
を
守
り
、
平
和
を
め
ざ
す
仲
間

を
紡
ぎ
合
う
情
報
を
提
供
す
る
『
会
報
』、

　

小
生
が
こ
だ
ま
会
事
務
局
に
か

か
わ
っ
た
の
は
創
立
２０
周
年
の
前

頃
で
、
当
時
の
『
会
報
』
発
送
に

必
要
な
「
宛
名
」
は
、
米
山
東
伊

さ
ん
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ

た
「
宛
名
シ
ー
ル
」
が
事
務
局
に

届
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
創
立
２０
周
年
記
念
事

業
で
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
会
員

台
帳
は
「
手
書
き
」
か
ら
パ
ソ
コ

ン
処
理
に
な
り
ま
し
た
。

　

米
山
さ
ん
か
ら
電
子
デ
ー
タ
を

引
き
継
ぎ
、「
宛
名
」
シ
ー
ル
の

作
成
で
は
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
転
居
の
際
は
必
ず
事

務
局
ま
で
住
所
変
更
の
連
絡
を
し

て
下
さ
い
ね
。�

（
秋
中　

一
允
）

「
宛
名
」
管
理
は

手
書
き
か
ら

パ
ソ
コ
ン
へ

ホームページのトップページ
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会員
紹介

−３６−

原発被災自治体の
避難地を訪ねて

　角田　英昭さん

　

昨
年
、
６８
歳
に
な
っ
て
こ
だ
ま
会
に

入
会
し
ま
し
た
。
県
職
労
の
役
員
を
辞

め
て
か
ら
自
治
労
連
の
研
究
機
構
に
１０

年
近
く
在
籍
し
、
自
治
体
の
民
間
化
や

地
方
分
権
改
革
な
ど
の

仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
３
月
で

卒
業
し
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◉�

「
仮
の
町
」
構
想
を

調
査

　

さ
て
、
私
も
東
日
本

大
震
災
後
、
郡
山
や
二

本
松
、
塩
釜
、
石
巻
、

仙
台
、
会
津
若
松
、
栄

村
（
長
野
）
を
訪
ね
、

実
態
を
見
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
原
発
避
難

者
の
福
祉
等
の
措
置
、「
仮
の
町
」
構

想
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、原
発
避
難
者
の
９
割
以
上
は
、

住
民
票
を
移
さ
ず
、
元
の
町
に
帰
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
原
発
避

難
者
特
例
法
に
よ
る
特
例
措
置
で
避
難

先
の
自
治
体
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。
実

際
に
は
仮
設
住
宅
暮
ら
し
で
介
護
度
が
高

く
な
っ
て
も
、
ど
こ
も
待
機
者
が
多
く
、

ほ
と
ん
ど
施
設
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
保
育

所
も
敷
地
内
の
集
会
所
を
託
児
所
的
に

使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
に
も
分
散
し
て
通
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
廃
校
を
利
用
し
町
専
用
の
小
中
学

校
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
場
所
が
不
便
な

た
め
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

◉
避
難
生
活
が
長
期
化

　

政
府
が
公
表
し
た
福
島
県
内
１１
市
町
村

の
帰
還
予
測
に
よ
れ
ば
、
現
在
避
難
指
示

を
受
け
て
い
る
約
８
万
６
千
人
の
う
ち

３２
％
が
５
年
後
、
１８
％
が
１０
年
後
も
避
難

を
継
続
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
元
の

町
に
戻
れ
な
い
、
避
難
生
活
が
長
期
化
す

れ
ば
、生
活
の
拠
り
所
、精
神
的
な
支
え
、

地
域
へ
の
帰
属
意
識
等
が
薄
く
な
り
、
社

会
復
帰
も
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
意
向
調
査
で
「
生
活
拠
点
移
転
ま

で
に
待
つ
こ
と
が
で
き
る
期
間
」
で
は
、

富
岡
町
は
「
３
年
以
内
」
が
最
も
多
く

３９
％
、「
５
年
以
内
」
が
３０
％
、「
１
年
以

内
」
が
１８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
す
れ

ば
、
多
く
の
人
は
元
の
町
に
戻
る
こ
と
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
間
、
福
祉
や
教
育
の
措
置

が
避
難
者
と
し
て
い
つ
ま
で
も
特
例
措
置

で
受
け
る
こ
と
で
い
い
の
か
、
そ
ん
な
問

題
も
突
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
行
き
場
の
な
い
汚
染
土

　

今
年
１
月
に
警
戒
区
域
の
富
岡
町
を
バ

ス
で
視
察
し
ま
し
た
。
ツ
ナ
ギ
仕
様
の

防
護
服
を
着
て
、
線
量
計
を
首
か
ら
下

げ
て
歩
き
、
被
災
地
が
未
だ
放
射
能
で

汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
身
を
持
っ
て

体
験
し
ま
し
た
。

　

車
窓
か
ら
は
田
畑
に
集
め
ら
れ
た
、

行
き
場
の
な
い
汚
染
土
を
入
れ
た
黒
い

ビ
ニ
ー
ル
袋
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
ま

す
。
帰
還
の
道
筋
は
ま
だ
遠
い
と
実
感

し
ま
し
た
。

◉�

「
町
外
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
」
構
想
の
前

進
へ

　

こ
う
し
た
な
か
、双
葉
郡
４
町
で「
仮

の
町
」
構
想
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

長
期
避
難
者
の
生
活
の
拠
り
所
と
な
る

街
づ
く
り
で
す
が
、
こ
れ
は
「
自
治
体

の
な
か
に
別
の
自
治
体
の
機
能
を
つ
く

る
」
こ
と
で
あ
り
、
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
街
に
突
然
よ
そ
の
地
域

の
方
が
ま
と
ま
っ
て
住
む
と
言
う
の

は
、
市
民
感
情
や
地
域
の
実
情
か
ら
し

て
違
和
感
も
あ
り
、
広
大
な
土
地
の
確

保
も
大
変
で
す
。
い
ま
は
、「
仮
の
町
」

と
言
う
と
誤
解
が
多
い
の
で
、「
町
外

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

困
難
は
あ
っ
て
も
こ
の
構
想
が
少
し

で
も
前
進
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。

▶�

当
時
の
ま
ま
の
災
害
対
策

本
部

▶�

富
岡
町
役
場
が
あ
る
敷
地

▶�

〔
富
岡
駅
〕
津
波
で
８
ｍ

も
流
さ
れ
視
野
を
さ
え
ぎ

る
も
の
も
な
く
な
っ
て
海

が
み
え
て
い
る
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●俳句サークル「こだま句会」

　月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）

　　　　　６月１３日　７月１１日

　ところ　県庁本庁舎６階会議室

　指　導　太田土男先生（俳人協会）

　会　費　８００円

　申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

　　　　　または井村友彦０４６３（８１）４４９３

●薬膳料理

　と　き　７月中旬予定（１１時〜１５時）

　ところ　横浜市西区地区センター（予定）

　会　費　１８００円

　内　容　夏を乗り切る薬膳料理

　講　師　亀井禎子会員

　申込先　こだま会事務局０４５（２１２）３１７９

●囲碁同好会

　月例会　毎月第１日曜日　１２時〜

　場所　「囲碁サロン」JR藤沢駅南口そば

　申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

　

こ
だ
ま
会
の
「
湯
河
原
梅
林
・
梅
見
散

歩
」
が
３
月
１
日
に
行
わ
れ
、男
性
６
人
、

女
性
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
湯
河
原
駅
に
午
前
１０
時
集
合
。
昭

和
一
桁
か
ら
二
桁
の
面
々
が
久
し
ぶ
り
に

ご
対
面
。
気
分
は
上
々
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
乗
り
合
い

バ
ス
を
降
り
て
「
幕
山
」
に
到
着
早
々
、

「
春
一
番
」
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。

　

私
を
除
く

面
々
は
、「
こ

だ
ま
句
会
」

の
方
々
を
は

じ
め
、
教
養

の
塊
の
よ
う

な
人
ば
か

り
。「
梅
は

咲
い
た
か
桜

は
ま
だ
か
い

な
」
の
気
分

で
し
た
が
、

今
年
は
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
ま
だ
三
分

咲
き
。
一
行
は
幕
山
を
一
巡
し
て
、
一
句

浮
か
べ
る
模
様
。

　

我
が
輩
は
、
入
り
口
の
ベ
ン
チ
に
ど

か
っ
と
腰
を
下
ろ
し
、
皆
の
帰
り
を
待
ち

な
が
ら
思
案
顔
の
と
こ
ろ
に
、
わ
が
地
元

海
老
名
の
年
金
者
組
合
の
役
員
が
一
人
、

忽
然
と
現
れ
ま
し
た
。
確
か
支
部
ニ
ュ
ー

ス
の
２
月
号
に
、「
毎
年
、
幕
山
の
梅
見

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
ふ
と
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
の
昼
食
休
憩
を
す
ご

し
、
一
路
、
帰
路
の
バ
ス
で
湯
河
原
駅
に

到
着
。
駅
近
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
で
開
か
れ
た
句
会
の
お
披
露
目
に
、
小

生
も
選
者
と
し
て
加
わ
り
、
一
言
二
言
三

言
四
言
の
た
ま
わ
っ
た
。
結
果
は
「
春
一

番
」
を
詠
っ
た
句
が
好
評
を
得
て
い
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
解
散
。
小
生
は
小
田
原
駅
で
下

車
し
、
カ
ラ
オ
ケ
を
少
々
堪
能
し
て
、
帰

宅
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。�

（
谷
村　

寛
）

　

幕
山
を
か
け
お
り
て
く
る
春
一
番

松
尾
佐
知
子

　

梅
千
本
見
下
ろ
し
て
喰
う
塩
む
す
び

田
中　

一
男

　

手
の
平
に
紅
白
の
梅
そ
っ
と
載
せ

柳
瀬　

節
子

　

春
一
番
幕
山
の
池
ざ
わ
め
き
て

鳥
海　

敏
雄

こ
だ
ま
会
テ
ク
・
て
く
の
会

湯
河
原
梅
林
・
梅
見
散
歩

梅
は
咲
い
た
か

桜
は
ま
だ
か
い
な

会員の
ひろば

健
康
と
図
書
館
と
私

�

宮
手
多
助（
藤
沢
市
）

　

昨
年
８
月
１５
日
号
の

『
こ
だ
ま
会
報
』
の
「
せ

い
か
つ
短
信
」
特
集
号
４
ペ
ー
ジ
の
な
か

に
、梅
宮
敏
光
さ
ん
（
藤
沢
市
在
住
）
が
、

週
１
回
前
後
、
運
動
を
兼
ね
て
図
書
館
通

い
を
し
て
い
る
旨
を
書
い
て
お
ら
れ
ま

す
。
同
氏
と
私
と
の
住
ま
い
は
５０
メ
ー
ト

ル
も
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
毎
週
金
曜
日
、
お
婆
さ
ん
た
ち
の

仲
間
に
入
り
、
専
任
の
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
の
指
導
で
「
健
康
体
操
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
体
力
増
進
を
目
途
に
２
時
間

ほ
ど
、
図
書
館
並
び
の
武
道
館
で
全
身
を

動
か
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
勉
強
故
に
未
だ
図
書
館
に

は
足
を
踏
み
入
れ
た
経
験
は
な
く
、
劣
等

感
さ
え
身
に
染
み
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

こ
だ
ま
王
の
助
言
を
い
た
だ
き
た
い
次

第
で
す
。
身
勝
手
を
お
赦
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
も
な
く
９４
歳
。頭
が
ぼ
け
て
い
ま
す
。

幕山公園の入口で

梅はまだ三分咲き
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楽
し
い
料
理
教
室

一
品
で
食
卓
が

　
　
　
ぐ
っ
と
豊
か
に

　
「
脂
の
乗
っ
た
魚
料
理
に
挑
戦
し
よ
う
」

と
１
月
２６
日
、
横
浜
市
南
区
に
あ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
南
太
田
・
生
活
工
房
で
楽
し

い
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

５
人
。
飯
塚
武
弘
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
、

一
品
作
れ
ば
食
卓
が
ぐ
っ
と
豊
か
に
な

る
、
そ
ん
な
楽
し
い
料
理
教
室
で
し
た
。

◎
鯵
の
南
蛮
漬
け

　

鯵
を
三
枚
に
お
ろ
し
、
か
ら
揚
げ
に
す

る
。
醤
油
・
酢
・
砂
糖
・
水
・
鷹
の
爪
を

加
熱
し
、ス
ラ
イ
ス
し
た
玉
ね
ぎ
を
加
え
、

鯵
の
か
ら
揚
げ
に
か
ら
め
て
南
蛮
漬
け
。

◎
た�

た
き
ゴ
ボ
ウ
の
胡
麻
和
え

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
ゴ
ボ
ウ

を
、
す
り
こ
ぎ
棒
で
た
た
き
、
３
㎝

位
の
長
さ
に
切
り
、だ
し
汁
で
煮
る
。

さ
ま
し
て
か
ら
、
す
り
胡
麻
と
和
え

る
。
そ
れ
に
、
茄
子
の
素
揚
げ
の
煮

び
た
し
、
冬
瓜
と
な
め
こ
の
味
噌
汁

を
添
え
ま
す
。

〈
鯵
の
南
蛮
漬
け
：
４
人
分
：
材
料
〉

　

鯵
（
中
２０
㎝
位
・
４
尾
）
／
漬
け

ダ
レ
／
玉
葱
（
ス
ラ
イ
ス
）
１
個
分

／
水
（
大
匙
５
）
／
片
栗
粉
（
適
量
）

／
砂
糖（
小
匙
４
）／
揚
げ
油（
適
量
）

奥津弘久さんの作品

　

風
薫
る
５
月
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
す
か
▼
本
紙
は
今

号
で
１
０
０
号
に
到
達
。
延

べ
に
す
る
と
８
０
０
ペ
ー
ジ

を
優
に
超
え
ま
す
。
前
編
集

長
の
木
村
武
子
さ
ん
に
、
こ

れ
を
４
ペ
ー
ジ
で
振
り
返
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
『
会

報
』
を
通
し
て
、
こ
だ
ま
会

の
運
動
が
垣
間
見
え
る
よ
う

で
す
▼
支
え
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
編
集
委

員
一
同
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
を

繋
ぐ
『
会
報
』
を
め
ざ
し
ま

す
。�

〈
鳥
海
〉

／
醤
油（
３
分
の
２
カ
ッ
プ
）／
酢（
１
カ
ッ

プ
）
／
鷹
の
爪
（
２
本
・
種
は
抜
く
）

〈
作
り
方
〉

①�

な
べ
に
漬
け
ダ
レ
を
入
れ
、
ひ
と
煮
立

ち
さ
せ
て
冷
ま
し
、
玉
葱
の
ス
ラ
イ
ス

を
加
え
て
お
く
。

②�

鯵
は
３
枚
に
お
ろ
し
、
腹
骨
を
取
り
除

き
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

③
②
に
片
栗
粉
を
全
体
に
薄
く
ま
ぶ
す
。

④
③
を
１
７
０
度
の
油
で
カ
リ
ッ
と
揚
げ

こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

馬
鈴
薯
の
種
置
く
土
の
ぬ
く
さ
か
な

�

鳥
海
　
敏
雄

賑
わ
い
の
引
け
た
る
頃
の
八
重
桜

�

島
田
多
嘉
子

金え
に

雀し

枝だ

に
囲
ま
れ
て
い
る
家
と
な
り

�

高
橋
　
和
江

外
輪
山
ま
だ
眠
り
お
り
水
芭
蕉

�
小
川
　
水
草

囀
り
を
枕
に
旅
の
朝
寝
か
な

�

坂
　
　
　
守

鯉
幟
嵐
の
中
を
泳
ぎ
切
る

�

松
尾
佐
知
子

春
日
浴
び
船
ゆ
っ
た
り
と
海
原
へ

�

白
井
保
次
郎

小
雀
が
競
い
飛
び
出
す
春
耕
田

�

柳
瀬
　
節
子

庭
に
置
く
睡
蓮
鉢
の
花
筏

�

三
井
　
光
子

櫻
咲
く
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
も
書
く
か

�

田
中
　
一
男

柿
若
葉
雀
も
走
る
屋
根
の
上

�

中
村
　
桂
子

孫
ら
来
て
長
寿
の
祝
ひ
桜
鯛

�

石
崎
ひ
ろ
美

花
一
斉
長
寿
を
祝
う
こ
だ
ま
会

�

井
村
　
友
彦

姿
見
に
服
を
あ
れ
こ
れ
花
見
か
な

�

鈴
木
志
げ
子

春
の
日
や
英
語
を
習
う
孫
の
声

�

松
本
　
正
治

嵐
去
り
流
れ
の
ま
ま
に
花
筏

�

横
川
美
代
子

終
わ
ら
な
い
そ
の
あ
と
が
あ
る
花
吹
雪

�

木
村
　
武
子

風
光
る
拝
啓
長
寿
お
め
で
と
う

�

太
田
　
土
男

る
。

⑤�

油
切
り
を
し
て
①
の

タ
レ
に
漬
け
込
む
。

※�

漬
け
て
す
ぐ
で
は
な

く
半
日
く
ら
い
置
く

と
お
い
し
く
な
る
。

※�

小
鯵
の
時
は
、
エ
ラ

と
腹
の
ワ
タ
を
取
り

除
い
て
ま
る
揚
げ
す

る
。�（
鳥
居
伸
太
郎
）

おいしくできあがりました

飯塚さんの
手ほどきで
アジを３枚
におろす


